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さ あ ､ になりました。
さあ、師走。早いもので、カレンダーもあと残すところ１枚となり、１年間の過
ぎ去る早さを痛感しております。さて､2018年の干支は､「戊戌（“つちのえいぬ”）」。

今年は、2017年に燃え尽きた豊かさや幸せの灰の中から、新たに芽生えた
芽が、グッと成長するということ、新たなすばらしいできごとが生まれることを示してい
ました。みなさんにとっては、この一年、いかがだったでしょうか。子育て支援センター

“でんでんむし”は、開設以来、今年の７月には利用者が１０,０００人を達
成するなど、みなさまに支えられ、充実した１年でした。これからもみなさま
のお役に立てるよう、子どもたちをしっかりと育んでいきたいと思います。ど
うぞよろしくお願いします。

～子育てワンポイントアドバイス～ －新生児の赤ちゃんの乳・幼児教育？？ー
新生児のうちから教材を使って英才教育？ってことはありませんね。この時期に

大切なのは、優しく五感を刺激することです。難しいことはありません。授乳の時、
沐浴の時、おむつを変える時、着替える時、泣いている時などいろいろな場面で、
優しく話しかけてあげましょう。そうすることで赤ちゃんは声を認知し、言葉を学

習していきます。産まれたばかりの赤ちゃんはほとんど目が見えませんが、その代わり聴覚や嗅覚、
触覚を働かせて周囲の情報・様子を感じ取っています。おっぱいを加えさせる前に匂いをかがせたり、
触り心地の良い肌着を着せてあげたりすることも優しく五感を刺激することになります。

☆年末年始のお休みのお知らせ☆ １２月２９日～１月３日までは閉館します。開館は１月４日からです。

「赤ちゃん登校日」２９日(金) 東部校
11月29日(木)に東部校
の９年生の生徒さんを
対象に赤ちゃん登校日
を行いました｡生徒さ
んを前半・後半と分け

て行ったので少ない人数の中でゆっくりと
楽しく触れ合うことができました。みなさ
んありがとうございました♪

第３回｢赤ちゃん広場｣ ２２日(木)
今回は、前回要望の

あった「保育園、認定こど
も園への就園」に向けて
のお話でし
た 。参加者

からも実際に担当の方から話を
聞けて良かったなど、好評でした。

｢子育て講話」13日（火） 「子どもの五感を育む自然遊び」
佐賀女子短期大学こども学科の櫃本真美代先生を講師としてお

迎えし、「子どもの五感を育む自然遊び」という題でお話をしていた
だきました。体験型のお話で、実際に身近な植物の葉や種・実を使
って、親子で感覚遊びや音遊びなど、自然との
ふれあいの楽しさを体感できました。参加者か

らも「自然との触れあいは発達にとても大切と思うので、遊び方など教
えていただき、ありがとうございました。」など、かなり好評でした。

はたけへＧＯ！（いもほり） １ ０月３０日～１ １月7日
１ ０月 ３ ０日から７日にかけて、５月に植えた芋（紅はるか、

金時）の収穫を行いました。大きなお芋がとれました。

子どもたちも大喜び！来年も芋差しをします。ご案内しま

すのでご一緒にどうぞ。

☆「赤ちゃん登校日」・「赤ちゃん広場」は、ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ[にじいろ]・利用者支援事業[ﾊﾟﾗｿﾙ]との共催です☆


